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○安芸市農業集落排水施設条例 

平成11年12月27日 

条例第37号 

改正 平成16年3月22日条例第18号 

平成24年3月27日条例第18号 

平成25年12月24日条例第36号 

平成25年12月24日条例第42号 

令和元年6月24日条例第16号 

（設置） 

第1条 農業集落における用排水路、河川等の公共用水域の水質保全を図ることにより、生
活環境、集落環境の改善に寄与し、農業集落の健全な発展に資するため、安芸市農業集落

排水施設（以下「施設」という。）を設置する。 

（用語の定義） 

第2条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めると
ころによる。 

(1) 汚水 生活又は事業に起因するし尿、雑排水をいう。 

(2) 排水施設 汚水を排除するために設けられる排水管その他の排除施設及びこれに接
続して汚水を処理するために設けられる処理施設で、市が管理するものをいう。 

(3) 排水設備 汚水を排水施設に流入させるために必要な排水管その他の排除施設で、
使用者が管理するものをいう。 

(4) 区域 排水施設により汚水を排除することができる区域をいう。 

(5) 水道施設 水道法（昭和32年法律第177号）第3条第8項に規定する水道をいう。 

(6) 使用者 汚水を排水施設に排除してこれを使用する者をいう。 

(7) 量水器 水の使用量を計算する機器をいう。 

(8) 受益者 第5条の規定により公告した区域に居住する世帯主若しくは建築物の所有

者又は事業を営む者で、施設を使用するものをいう。 

（施設の名称等） 

第3条 施設の名称、位置及び区域は、次のとおりとする。 

施設の名称 位置 区域 

赤野地区農業集落排水施

設 

安芸市赤野乙13番地2 桜浜 東赤野 住吉 東寄 西
寄 西ノ岡 叶岡 叶岡前 
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奈比賀地区農業集落排水

施設 

安芸市奈比賀1854番地 本村 大江 中角 

（管理の委託） 

第4条 市長は、施設の目的を効果的に達成するため、その管理の一部を公共的団体に委託
することができる。 

（供用開始の公告） 

第5条 市長は、施設の供用を開始しようとするときは、あらかじめ供用を開始する年月日
及び区域を公告するものとする。 

（排水設備計画の確認） 

第6条 排水設備の新設、増設、改造若しくは修繕（規則で定める軽微な工事を除く。）又
は撤去（以下「新設等」という。）を行おうとする者は、あらかじめその計画について、

市長の確認を受けなければならない。確認を受けた計画を変更しようとするときも、同様

とする。 

（費用の負担） 

第7条 排水設備の新設等の工事に要する費用は、当該排水設備の新設等を行う者が負担す
る。 

（排水設備工事の施工） 

第8条 排水設備の新設等の工事は、規則で定めるところにより、市長が排水設備の工事に
関し技術を有する者として指定した者でなければ行ってはならない。 

（排水設備工事の検査） 

第9条 排水設備の新設等の工事を行った者は、その工事の完了した日から5日以内に市長

に届け出て、検査を受けなければならない。 

（使用開始等の届出） 

第10条 使用者は、施設の使用を開始し、休止し、若しくは廃止し、又は現に休止してい
てその使用を再開しようとするときは、あらかじめその旨を市長に届け出なければならな

い。 

2 使用者に変更があった場合は、当該変更に係る当事者が、速やかにその旨を市長に届け
出なければならない。 

（し尿の排除の制限） 

第11条 使用者は、し尿を排水施設に排除するときは、水洗便所によってこれをしなけれ
ばならない。 
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（使用料の徴収） 

第12条 市長は、施設の使用について、使用者から使用料を徴収する。 

2 使用料の徴収方法は、安芸市給水条例（昭和60年条例第17号。以下「給水条例」という。）

に規定する料金の徴収方法の例による。 

（使用料の算定） 

第13条 使用料は、毎使用月において使用者が排除した汚水量に対し、別表に定めるとこ
ろにより算定した合計額に100分の110を乗じて得た額（その額に1円未満の端数があると

きは、これを切り捨てた額）とする。 

2 使用者が排除した汚水量の算定は、次の各号に定めるところによる。 

(1) 水道施設の水を使用した場合は、その使用水量とする。 

(2) 水道施設以外の水を使用した場合は、その使用水量とし、使用水量は、使用者の使
用の態様を勘案して市長が認定する。 

(3) 水道施設の水及び水道施設以外の水をあわせて使用する場合の使用水量は、前2号に

より認定された使用水量を合算したものとする。 

(4) 製氷業その他の営業で、その営業に伴い使用する水の量が排水施設に排除する汚水
の量と著しく異なる場合の使用水量は、前3号の規定にかかわらず、使用者の申請に基

づき使用の態様を考慮して市長が認定する。 

3 市長は、使用者から使用料を算定するために必要な資料の提出を求めることができる。 
（量水器の設置） 

第14条 市長は、前条第2項の汚水量を算定するために必要があると認めるときは、量水器

を設置することができる。 

2 前項の規定により量水器を設置したときは、市長は、量水器使用料を徴収するものとす
る。 

3 量水器使用料の額は、給水条例第31条に規定する量水器使用料の額とする。 

4 使用者は、量水器を適切に管理するものとし、正当な理由なくして量水器を滅失し、又
はき損したときは、その旨を届け出るとともに損害額を賠償しなければならない。 

（検査手数料） 

第15条 排水設備の新設等（撤去を除く。）の工事を行おうとする者は、当該排水設備計
画の確認申請の際、検査手数料（以下「手数料」という。）を納付しなければならない。 

排水設備の新設等の工事検査手数料 1件につき 1,000円 

（受益者分担金） 
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第16条 市長は、農業集落排水事業に要する費用の一部に充てるため受益者分担金（以下
「分担金」という。）を徴収する。 

2 分担金の額は、家屋1戸につき10万円とする。 

（受益者の届出） 

第17条 受益者は、第5条に規定する供用開始の公告の日以後第6条に規定する新設の排水

設備計画の確認申請の日までに受益者となる旨を市長に届け出なければならない。ただし、

国又は地方公共団体が受益者となる場合は、この限りでない。 

（分担金の賦課及び納付期日） 

第18条 市長は、前条の規定による受益者の届出があったときは、当該受益者に分担金を
賦課するものとする。 

2 市長は、前項の規定により受益者に分担金を賦課したときは、当該受益者に分担金納入
通知をするものとする。 

3 受益者は、第6条に規定する新設の排水設備計画の確認の日までに分担金を一括納入し

なければならない。 

（受益者の変更届） 

第19条 受益者に変更があったときは、速やかにその旨を市長に届け出なければならない。
この場合において、新たに受益者となった者は、従前の受益者の地位を承継するものとす

る。 

（督促手数料及び延滞金） 

第20条 この条例により納付すべき使用料、手数料及び分担金の徴収に係る督促手数料及
び延滞金については、安芸市公法的収入金の督促手数料及び延滞金条例（昭和30年条例

第75号）の規定を適用する。 

（使用料等の減免及び徴収猶予） 

第21条 市長は、公益上の必要、災害その他特別の理由があると認めたときは、使用料、
手数料、分担金、督促手数料又は延滞金の全部若しくは一部を免除し、又は徴収を猶予す

ることができる。 

（過料） 

第22条 次の各号の一に該当する者に対し、5万円以下の過料を科すことができる。 

(1) 第6条の規定による確認を受けないで排水設備の新設等を行った者 

(2) 第8条の規定に違反した者 

(3) 使用料、手数料又は分担金の徴収を免れようとして、偽りその他不正の行為をした
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者 

第23条 偽りその他不正の行為により使用料、手数料又は分担金の徴収を免れた者につい
ては、当該徴収を免れた金額の5倍に相当する金額（当該5倍に相当する金額が5万円を超

えないときは5万円とする。）以下の過料を科することができる。 

（規則への委任） 

第24条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定め
る。 

附 則 

この条例は、平成12年4月1日から施行する。 

附 則（平成16年3月22日条例第18号） 

この条例は、平成16年4月1日から施行する。 

附 則（平成24年3月27日条例第18号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成25年12月24日条例第36号）抄 

（施行期日） 

1 この条例は、平成26年4月1日から施行する。 

附 則（平成25年12月24日条例第42号）抄 

（施行期日） 

1 この条例は、平成26年4月1日から施行する。 

（経過措置） 

2 第1条及び第2条の規定による改正後の安芸市農業集落排水施設条例及び安芸市公共下

水道条例の規定にかかわらず、この条例の施行の日（以下「施行日」という。）前から継

続している農業集落排水施設又は公共下水道の使用で、施行日から平成26年4月30日まで

の間に使用料の支払を受ける権利が確定されるものに係る使用料については、なお従前の

例による。 

附 則（令和元年6月24日条例第16号）抄 

（施行期日） 

1 この条例は、令和元年10月1日から施行する。 

（経過措置） 

3 第10条及び第13条の規定による改正後の安芸市農業集落排水施設条例及び安芸市公共

下水道条例の規定にかかわらず施行日前から継続している農業集落排水施設又は公共下
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水道の使用で、施行日から令和元年10月31日までの間に使用料の支払を受ける権利が確

定されるものに係る使用料については、なお従前の例による。 

別表（第13条関係） 

区分 使用者が排除した汚水の量 使用料 

基本料金 10立方メートルまで 1,000円

従量料金（1立方メート

ルにつき） 

10立方メートルを超え20立方メートルまで 110円

20立方メートルを超え30立方メートルまで 120円

30立方メートルを超え50立方メートルまで 130円

50立方メートルを超え100立方メートルまで 150円

100立方メートルを超え200立方メートルま

で 

170円

200立方メートルを超え500立方メートルま

で 

190円

500立方メートルを超えるもの 210円

 


